
 

平成 29 年度 

第１回湯沢市小安地域地熱資源活用協議会 
 

 

日 時：平成 30 年２月９日（金）午後２時 

場 所：湯沢市役所皆瀬総合支所 

 

 

 

次   第 
 

 

   

 

１．開   会 

 

   

 

２．会長あ い さ つ 

 

 

 

３．案   件 

 

① 2017 年度調査結果について（報告） 

 

     ② 2018 年度調査計画について（協議） 

 

 

 

  ４．そ の 他 

 

 

 

５．閉   会 



№ 氏名 所属 備考

1 松葉谷　治 秋田大学名誉教授 学識経験者

2 後藤　克利 湯沢市総務部長 自治体

3 佐々木　辰巳 湯元地区集落 地域住民

4 伊藤　多郎兵衛 湯沢市観光物産協会 地場産業関係者

5 佐藤　智子 小安峡きらめき女子会（小安峡の宿こまくさ） 地場産業関係者

6 佐藤　恵 小安峡きらめき女子会（元湯クラブ） 地場産業関係者

7 浅利　一成 秋田森林管理署湯沢支署支署長 オブザーバー

8 松橋　哲也 秋田県生活環境部自然保護課主査 オブザーバー

9 門間　峻 秋田県生活環境部自然保護課主事 オブザーバー

10 佐藤　修 秋田県産業労働部資源エネルギー産業課班長 オブザーバー

11 簾内　克弘 秋田県産業労働部資源エネルギー産業課主査 オブザーバー

12 佐藤　浩平 秋田県雄勝地域振興局農林部森づくり推進課班長 オブザーバー

（調査事業者）

出光興産株式会社

国際石油開発帝石株式会社

（事務局）

湯沢市総務部企画課

湯沢市小安地域地熱資源活用協議会　出席者名簿
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湯沢市小安地域地熱資源活用協議会 議事録 

 

 日時 平成 30 年 2 月 9 日（金）14:00～15:30 

 場所 湯沢市皆瀬総合支所 会議室 

 

（案件）① 2017 年度調査結果について（報告） 

    ② 2018 年度調査計画について（協議） 

 

○事業者 2017 年度調査結果について説明 

○松葉谷会長 2017 年度調査結果について、ご質問ご意見ありましたらお願い

します。 

○伊藤委員 仮噴気試験は、ＯＹＥ－６から噴出させてＯＹＥ－７に還元し

ているのですか。 

○事業者 はいそうです。 

○伊藤委員 ＯＹＥ－７は、多くの量を還元できますか。 

○事業者 非常に多く還元できるわけではありませんが、還元できます。 

先ほど説明いたしましたが、東側から生産して、西側に還元す

る計画です。その間に水を通さない層があります。 

○事業者 2018 年度調査計画について説明 

○松葉谷会長 2018 年度調査計画について、ご質問ご意見ありましたらお願い

します。 

○伊藤委員 Ａ－１号井は、ＮＥＤＯが掘った鳥谷の井戸とは関係あります

か。 

○事業者 ＮＥＤＯが掘った鳥谷の井戸の地熱貯留層を掘削しようと思っ

ています。 

○伊藤委員 ＮＥＤＯが掘った鳥谷の井戸は、非常にきれいな温泉で緑がか

った温泉が出てくると聞いています。そのときによって色が変わ

ると言っていました。 

 また、あまりスケールが付かないとも聞いています。 

 大鳥谷沢に入っていった方は、スケールが付着する硫黄分の多

い温泉と聞いてます。 

○事業者 大鳥谷沢の井戸は、Ｔ－２号井ですか。 

○伊藤委員 そうだと思います。湯番所はスケールがあまりにも付いて途中

でやめた経緯があります。 
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○松葉谷会長 ＭＳ－１はどこが所有しているのですか。 

○事業者 湯沢市です。 

 伊藤委員がおっしゃったＭＳ－１を以前に噴気させてお湯がき

れいだったという話は聞いています。 

○伊藤委員 ＭＳ－１の還元井を２本掘っているのですが、１本は非常によ

く還元できるのですが、もう１本はほとんど還元できないと言っ

ていました。 

○事業者 おっしゃるとおりです。 

○松葉谷会長 Ａ－１号井はＯＹＥ－５号井のサイドトラックで掘るのです

か。 

○事業者 ＯＹＥ－５号井の増堀になります。 

○松葉谷会長 先端からですか。 

○事業者 はい。 

○松葉谷会長 方向が違いませんか。 

○事業者 曲げて掘ります。図面ではまっすぐになっていますが、曲げて

掘ります。 

○佐藤委員 掘削場所は１箇所ですか。 

○事業者 掘削敷地は２つを考えています。井戸は生産側で４本を考えて

います。還元側は能力にもよりますが５本ぐらいを考えていま

す。ＡとＢの敷地は生産基地になると思います。 

○松葉谷会長 発電所を作った時の還元井は、生産井の口元でなくてもいいの

ですか。 

○事業者  還元井は生産基地になくてもいいです。ＣとＢ′の敷地を還元

基地と考えています。 

○松葉谷会長 生産と還元が近く感じます。 

○事業者 地上の敷地自体は近くにありますが、井戸の方向は反対を向い

てますので、地下の距離はあります。 

○松葉谷会長 調査井の噴気試験のときは、近くに還元しなければいけないの

ですが、発電所建設となった場合は、還元熱水をまとめて別の敷

地に送る場合が多いです。 

仮噴気試験の場合は、掘削済みの井戸に還元しますが、発電所

を造る場合は、ＣとＢ′の敷地が還元基地になるということです

ね。 

○事業者 はい。現在の計画ではそうです。 



3 
 

○佐藤委員 還元井側は小安温泉側ということですね。 

○事業者 はい、そうです。 

○佐藤委員 山葵沢のように輸送管が見えるようになるのですか。 

○事業者 山葵沢は還元熱水輸送が県道沿いのため一般の方にも見えます

が、小安は山の中の林道沿いを輸送する計画です。 

○松葉谷会長 正式な環境アセスメントは 2018 年度から始めるのですか。 

○事業者 はい、いくつか条件が整わないといけませんが、開始したいと

考えています。 

○松葉谷会長 皆さんから他に質問等はございませんでしょうか。 

それでは 2018 年の計画について協議会の了承としたいと思いま

す。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 


